
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月９日（土）に第 76回指宿高校体育祭を実施しました。当日は秋晴れに恵まれ，多
数の保護者を始めとした来校者の前で，生徒達は体育での授業の成果，放課後遅くまで残
って仕上げた応援団演舞等を堂々と披露しました。 

結果は，競技の部優勝が赤組（２年生），応援の部優勝が白組（３年生）でした。 
 

Oak Leaf newsLETTER  

令和５年９月の指高のトピックをお知らせします。 
より詳細な情報は右の二次元コードから！ 

黄組(1年)ﾊﾟﾈﾙ 

白組(3年)ﾊﾟﾈﾙ 

赤組(2年)ﾊﾟﾈﾙ 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 13日（水）の午後，芸術鑑賞会が行われました。 
今年度は，指宿市民会館で劇団東京芸術座による「１２人 
の怒れる男たち」の鑑賞でした。 
 日頃，舞台芸術鑑賞の少ない生徒たちにとって貴重な経 
験となりました。 
 また，劇団の好意により行われた上演後の劇団員との懇 
談会では，多くの生徒が舞台袖に集まり，質問や感謝の言 
葉を口にしていました。 

指高今後のスケジュール 
 池田湖遠行 10月 20日（金） 
 修学旅行  11月７日（火）～10日（金） 

 期末考査  11月 27日（月）～30日（木） 

 ９月 23 日（土）に行われた第 76 回指宿温泉祭「ハンヤ踊り大会」に本校生徒会，野球
部，サッカー部の総勢５４人で参加しました。 
 いつもお世話になっている地域への恩返しと祭を盛り上げたいという思いで，高校生らし
く，元気あふれる踊りを披露し，「ハンヤ部長賞」をいただきました。 

 「燃ゆる感動 かごしま国体」の開会式に参加する本校２年生 南 秀享 君（南指宿中出
身）へのインタビューです。 
 
 今回私は鹿児島国体の開会式で東郷示現流の演舞をする 
ことになりました。 
私は毎年古武道大会に出場してきましたが，ここ数年コ 

ロナの影響で公の場で演舞をする機会がとても減りました。 

本来，２０２０年に開催予定だった鹿児島国体も中止とな 
り先行きが見えず，つらい思いもしましたが，とうとう国 
体という大観衆が見ている中で演舞をすることができます。 
示現流は声を出して演舞するものです。いつもは道場の中 
で練習をしていて，道場に響くような声を出していますが， 
国体の開会式はさらに大きなスタジアムで行われるため， 
いつも以上に声を張らなければいけません。 
しっかりと観衆のみなさんに声が聞こえるように頑張りま 
す。また，国体が３年延期になったことでメリットもあり 
ました。それはいろいろな方の教えをもらい自分の悪い点 
を修正できたことです。 

今回，初めての経験で不安もあります 
が，やり切れたと思える演舞にしたいと 
思います。 

東郷示現流道場の風景 


